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レース結果報告書
全日本選手権 第８戦 MFJGP（鈴鹿）大会

株式会社ドッグファイトレーシング

DOGFIGHTRACING Road Race Result
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イベント名 ： 全日本選手権 第８戦 MFJGP・鈴鹿大会
開  催 日  ：   2024年10月26-27日
観客動員数： ６０５０人
レース結果 ：   ST1000 ＃7 豊島 怜 予選 7位  決勝 6位 年間総合ランキング７位
WEBﾘｻﾞﾙﾄ ： https://www.jrr.jp/result/2024/result2024-rd8-suzuka#index_UF3y6OgO
YouTube動画： https://www.youtube.com/watch?v=GF68QcdJoBk&t=3493s

動画再生回数：18.9万回（土日合計） （ST1000決勝は20分からスタート）

https://www.jrr.jp/result/2024/result2024-rd8-suzuka#index_UF3y6OgO
https://www.youtube.com/watch?v=GF68QcdJoBk&t=3493s


Race

木曜日と金曜日の2日間の練習走行では様々な要因で変化していく車体
のフィーリングに対して、タイムの落ち幅を少なくするライディングと
セッティングを見つけるのが課題でしたが、想定していたよりも良い状
態に持っていくことができずタイムは伸び悩んでしまいました。

予選ではアタックラップ１周目でレースウィークのベストタイムを更新
。そして２周目に入り自己ベストでセクターを通過するも、赤旗中断と
なりそのラップタイムはキャンセルされてしまいました。赤旗再会後に
もう一度アタックを試みましたが、ベストタイムと殆ど同じタイムで僅
かに更新することはできませんでした。予選の終盤ではピットインした
翌周のS字コーナー3個目の左コーナーでスリップダウンを喫してしまい
ました。原因は気温が低く冷たい風が強く吹いていた為、タイヤが冷え
てしまっていたことです。

公式予選・決勝

予選の転倒によりマシンが大破してしまい、朝のフリー走行では修復を
終えたマシンの確認を実施。更に決勝を想定してガソリンタンクを満タ
ンにしての車体のセットアップ確認を短い走行時間でアジャストして決
勝に向けた準備を整えます。決勝ではスタートしてからポジションを落
としてしまい1周目を9位で通過。その後すぐにポジションを回復してゆ
きレース中盤には６番手までポジションを上げてトップ集団の中でレー
スを展開します。しかしここから周回を重ねるにつれてマシンの挙動が
大きくなってしまいました。自分のライディングで誤魔化しきれなくな
ったところで電子制御のモードを切り替えて対応しようとしましたが、
更に厳しい状態になってしまいトップ集団から離され単独走行となりま
した。レースウィークに詰めきれなかった部分が後半の差を生んだと思
います。。



豊島怜コメント
Race

今シーズンもご支援して下さった皆様のお力添えが支えとなりシーズンを無事に終えることができま
した。納得のいく結果を残すことができませんでしたが、今年はほぼ全てのレースで表彰台に立てる
可能性があり、「惜しかった」「あと一歩だった」と言っていただけることが多くなり、自分が選手
としてイマが1番強いと確信できております。

今シーズントップ争いや表彰台争いをできるようになったのは自分自身ライダーとしての成長だけで
はなく、チーム体制を強化して下さった室井監督をはじめ、ご協賛して頂いているスポンサーの皆様
からの支えがあったからです。

チーム関係者の皆様、並びにご協賛して頂いている各位スポンサーの皆様、そしてファンの皆様、
今年一年誠にありがとうござました。

年間ランキング7位・応援ありがとうございました





チーム代表コメント
Race

2024シーズンお疲れさまでした。
納得はいっていませんが先ずは豊島が無事でシーズンを終えられた事にホッとしています。
一つ間違えれば大きな怪我につながるリスクの大きい競技です。そして金銭的にもライダーの負担も
大きく厳しい環境の中でここまで駆け上がってきた継続の力は素晴らしい事です。
その成果は着実な成長の足跡を残してくれていると感じるシーズンでした。

「あと一歩」、「もうちょっと」、「次回こそ」、こんな声を多く聞くシーズンでした。
それだけ期待されているし注目されてきた証明です。

羽化する前の蝶が蛹の中でもがくようなシーズンでしたが、全ての蝶が羽化出来るとは限りません。
蛹の中で人生を終える者もいます。羽化して美しく飛び立つ蝶は諦める事なくもがいて蛹の殻を打ち

破った結果です。豊島怜が羽ばたくその日を楽しみにしています。

2024シーズンを共に戦ったチームクルーのみんなもお疲れさまでした。支えて戴いた各企業様、スポ
ンサーの皆様、ご家族友人の皆様にも感謝いたします。そして何よりもサーキットの現場や、SNS等
で応援・声援・画像のアップなど豊島とチームを見守って下さったファンの方々に深く御礼申し上げ
ます。

ありがとうございます！

チーム代表 室井秀明



スポンサー

２０２４シーズンも残すは鈴鹿のみ、悔いなく全力で臨みます！

竹中興運

有限会社ライフサポート
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